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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第１四半期連結
累計期間

第26期
第１四半期連結
累計期間

第25期

会計期間

自平成22年
５月１日
至平成22年
７月31日

自平成23年
５月１日
至平成23年
７月31日

自平成22年
５月１日
至平成23年
４月30日

売上高（千円） 4,840,1076,024,13420,796,109

経常利益（千円） 63,490 170,560 389,876

四半期（当期）純利益（千円） 4,027 100,763 169,960

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
10,041 97,128 161,175

純資産額（千円） 2,468,8462,590,5662,556,708

総資産額（千円） 15,013,88715,532,57015,202,179

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
6.37 159.26 268.62

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 16.4 16.7 16.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第25期第１四半期連結累計期間、第26期第１四半期連結累計期間及び第25期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．売上高に消費税等は含まれておりません。

４．第25期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災後、福島第一原子力発電所事故

の影響により、電力供給不安等で全国的に節電及び自粛ムードが広がり、わが国の経済環境の先行き不透明感は強まり、個

人消費についても依然厳しい状況が続くものと予想されております。

　このような経済状況のもと、移動体通信関連事業における販売基盤の整備・店舗運営の効率化、不動産市況に左右されな

い安定的な事業の構築、リゾート事業の収益基盤の強化等に努めてまいりました。

　当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高60億24百万円（前年同期比24.5％増）、営業利益１億92百万円（前年同

期比115.9％増）、経常利益１億70百万円（前年同期比168.6％増）、四半期純利益１億円（前年同期比2,402.1％増）とな

りました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（移動体通信関連事業）

　携帯電話業界におきましては、携帯電話の加入件数が平成23年７月末現在で１億2,188万台に達し、そのうち第３世代携

帯電話端末の台数は１億2,066万台となっており、全体の99.0％を占めております。当第１四半期連結累計期間の携帯電話

の純増数は170万台と前年同期比9.2％増となりました（「電気通信事業者協会」より）。

　このような環境の中、当社グループは、店舗近隣への営業活動による集客力の強化及び店舗移転の結果、当第１四半期連

結累計期間における売上高は55億63百万円（前年同期比28.8％増）、セグメント利益は２億14百万円（前年同期比8.8％

増）となりました。

（不動産事業）

　依然不動産市況の停滞感等、厳しい経営環境は続いております。このような状況下にあって、当社グループにおきまして

は、市場の変化を敏感に読み取りながら、安定的な収益を確保すべく、的確に対応をしております。

　当第１四半期連結累計期間において、売上高は78百万円（前年同期比5.8％減）、セグメント利益は40百万円（前年同期

比13.1％増）となりました。

（リゾート事業）

  ゴルフ業界は、男子、女子プロ選手の世界レベルがメディアでも注目され、ゴルフ人気が幅広く波及し、一層ゴルフが親

しみやすいスポーツとなり、競技人口は着実に増加しております。

　東日本大震災後のプレーに対する自粛ムードは和らいだものの、ゴルフコンペについては、依然開催自粛ムードが引き続

いております。このような経営環境の中、ゴルフコースの品質維持・向上に努め、ゴルファーの快適なプレー環境を構築

し、集客力の強化を図っております。

  当第１四半期連結累計期間における売上高は３億72百万円（前年同期比15.4％減）、セグメント利益は25百万円（前年

同期比60.6％減）となりました。
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（２）財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、155億32百万円となり、前連結会計年度末と比べて３億30百万円の増加

となりました。これは主に売掛金の増加によるものであります。

　負債は、129億42百万円となり、前連結会計年度末と比べて２億96百万円の増加となりました。これは主に、短期借入金の

増加によるものであります。

　純資産は、25億90百万円となり、前連結会計年度末と比べて33百万円の増加となり、自己資本比率は16.7％となりました。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,550,000

計 2,550,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年９月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 638,874 638,874

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

当社は単元株制度は

採用しておりませ

ん。

計 638,874 638,874 ― ―

　（注）「提出日現在発行数」には、平成23年９月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

         された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　   　　　 該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年５月１日～

平成23年７月31日　
― 638,874 ― 693,858 ― 832,376

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　　　①【発行済株式】 平成23年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　6,163 
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  632,711 632,711 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 638,874 － －

総株主の議決権 － 632,711 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が210株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数210個が含まれております。 

　　　②【自己株式等】 平成23年７月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社トーシン

名古屋市中区栄

三丁目４番21号
6,163 － 6,163 0.96

計 － 6,163 － 6,163 0.96

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年５月１日から平

成23年７月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年５月１日から平成23年７月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,909,220 1,720,134

売掛金 2,369,250 2,667,691

商品及び製品 639,162 917,570

原材料及び貯蔵品 18,295 16,996

その他 144,563 100,764

貸倒引当金 △1,784 △940

流動資産合計 5,078,707 5,422,215

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,274,806 3,294,235

減価償却累計額 △1,056,576 △1,088,698

建物及び構築物（純額） 2,218,230 2,205,537

土地 6,839,351 6,852,750

その他 222,596 230,460

減価償却累計額 △136,328 △141,654

その他（純額） 86,267 88,806

有形固定資産合計 9,143,849 9,147,093

無形固定資産 178,913 173,605

投資その他の資産

投資その他の資産 788,866 779,083

貸倒引当金 △214 △121

投資その他の資産合計 788,651 778,961

固定資産合計 10,111,414 10,099,661

繰延資産 12,057 10,692

資産合計 15,202,179 15,532,570
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,216,642 2,483,276

短期借入金 2,520,000 2,820,000

1年内返済予定の長期借入金 942,324 931,926

1年内償還予定の社債 44,000 44,000

未払法人税等 87,361 58,272

賞与引当金 46,772 25,855

その他 664,959 681,679

流動負債合計 6,522,060 7,045,010

固定負債

社債 700,000 700,000

長期借入金 5,129,270 4,905,648

退職給付引当金 9,730 10,039

資産除去債務 40,787 41,285

その他 243,622 240,020

固定負債合計 6,123,410 5,896,993

負債合計 12,645,470 12,942,003

純資産の部

株主資本

資本金 693,858 693,858

資本剰余金 832,376 832,376

利益剰余金 1,031,207 1,068,700

自己株式 △43,998 △43,998

株主資本合計 2,513,443 2,550,936

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,264 39,629

その他の包括利益累計額合計 43,264 39,629

純資産合計 2,556,708 2,590,566

負債純資産合計 15,202,179 15,532,570
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年５月１日
　至　平成23年７月31日)

売上高 4,840,107 6,024,134

売上原価 3,870,136 5,074,493

売上総利益 969,970 949,641

販売費及び一般管理費 880,974 757,506

営業利益 88,996 192,134

営業外収益

受取利息及び配当金 498 673

広告支援金収入 6,821 －

店舗開設支援金 6,546 5,662

貸倒引当金戻入額 － 937

その他 13,029 16,409

営業外収益合計 26,895 23,682

営業外費用

支払利息 43,951 40,292

その他 8,449 4,962

営業外費用合計 52,400 45,255

経常利益 63,490 170,560

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,292 －

賞与引当金戻入額 16,809 －

特別利益合計 18,102 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 35,981 －

特別損失合計 35,981 －

税金等調整前四半期純利益 45,611 170,560

法人税、住民税及び事業税 27,594 50,931

法人税等調整額 13,989 18,865

法人税等合計 41,584 69,797

少数株主損益調整前四半期純利益 4,027 100,763

四半期純利益 4,027 100,763
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年５月１日
　至　平成23年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,027 100,763

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,014 △3,634

その他の包括利益合計 6,014 △3,634

四半期包括利益 10,041 97,128

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,041 97,128

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

　（有形固定資産の耐用年数の変更）　

　　当社が保有する移動体通信事業店舗の建物等について、従来、耐用年数を５年として減価償却を行なっておりま

　したが、当第１四半期連結会計期間において見直しを行なった結果、従来採用しておりました耐用年数と実績に基

　づく使用可能予測期間との乖離が明らかになった為、耐用年数を８年に見直し、将来にわたり変更しております。　

　　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

　利益はそれぞれ1,697千円増加しております。　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及

　び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

　に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く

無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の通りであります。

 

　

　

　

　　　前第１四半期連結累計期間

　　　（自  平成22年５月１日

　　　　至  平成22年７月31日）

　　　当第１四半期連結累計期間

　　　（自  平成23年５月１日

　　　　至  平成23年７月31日）

減価償却費

のれんの償却額

　　　　　　　　　　　　 40,813千円

　　　　　　　　　　　　　5,325千円

　　　　　　　　　　　　　　37,797千円

　　　　　　　　　　　　　　 5,231千円　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日）

　　　　　　配当金支払額

決　　　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日　 効力発生日　 配当の原資

平成22年６月14日

取締役会
普通株式 88,579 140平成22年４月30日平成22年７月15日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年５月１日　至　平成23年７月31日）

　　　　　　配当金支払額

決　　　議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日　 効力発生日　 配当の原資

平成23年６月10日

取締役会
普通株式 63,271 100平成23年４月30日平成23年７月14日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

(単位：千円)　

　 

報告セグメント　
その他
（注）　

合計
移動体
通信関連
事業　

不動産
事業　

リゾート
事業　

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,318,07182,264433,1384,833,4746,6334,840,107

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 900 7,682 8,582 － 8,582

計 4,318,07183,164440,8214,842,0576,6334,848,690

セグメント利益 197,43735,780 65,653298,872  708 299,581

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オリジナルグッズ用品の販売、飲料水

の販売、飲食店の運営等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容

　（差異調整に関する事項）

　 　（単位：千円）　

　利益 　金額

　報告セグメント計

  「その他」の区分の利益　

　セグメント間取引消去

　全社費用（注）

298,872　

708　

△8,582　

△227,507　

　四半期連結損益計算書の経常利益 63,490　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年５月１日　至　平成23年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

(単位：千円)　

　 

報告セグメント　
その他
（注）１　

合計
移動体
通信関連
事業　

不動産
事業　

リゾート
事業　

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,563,38478,359372,9846,014,7289,4066,024,134

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 5,563,38478,359372,9846,014,7289,4066,024,134

セグメント利益 214,84340,481 25,877281,202 4,754 285,957

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オリジナルグッズ用品の販売、飲

料水の販売等を含んでおります。

　　　　２．会計方針の変更等に記載のとおり、移動体通信事業店舗の建物等について、耐用年数の変更をしております。

　　　　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の移動体通信関連事業におけるセグメント

　　　　利益は1,697千円増加しております。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容

　（差異調整に関する事項）

　 　（単位：千円）　

　利益 　金額

　報告セグメント計

  「その他」の区分の利益　

　セグメント間取引消去

　全社費用（注）

281,202　

4,754　

－　

△115,396　

　四半期連結損益計算書の経常利益 170,560　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成23年７月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 6円37銭 159円26銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 4,027 100,763

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 4,027 100,763

普通株式の期中平均株式数（株） 632,711 632,711

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

　　　　記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社トーシン(E05137)

四半期報告書

14/17



２【その他】

　平成23年６月10日開催の取締役会において、平成23年４月30日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録

株式質権者に対し、次のとおり金銭による剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・63,271千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・100円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成23年７月14日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年９月13日

株式会社トーシン

取締役会　御中

監 査 法 人　東 海 会 計 社

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 棚橋　泰夫　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 塚本　憲司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーシンの

平成23年５月１日から平成24年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年５月１日から平成23年

７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年５月１日から平成23年７月31日まで）に係る四半期連結財務表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明するうことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいて、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監

査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーシン及び連結子会社の平成23年７月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。
　
利害関係　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　
　

　　　　以　上　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　　

　　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれていません。
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